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1-1. 連結業績（営業利益） ／数値目標の達成状況 
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 16年度：ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ大幅増益で過去最高益を更新、ROEは20%超まで上昇 
 17年度：原燃料価格の上昇に加え、償却費負担の増加もあり、16年度比減益 
 18年度：中計想定の交易条件でも、成長戦略を遂行し、営業利益850億円を達成 

（億円）

16年度中計 16年度実績 17年度予想 18年度中計

売 上 高 7,200 7,430 7,700 7,500
営 業 利 益 720 1,112 1,000 850
営 業 利 益率 10.0% 15.0% 13.0% 10%以上

Ｒ Ｏ Ｅ 10%以上 20.1% - 10%以上



1-2. コモディティ業績（営業利益） ／数値目標の達成状況 

5 

 16年度：原料安・市況高で中計比340億円増益、利益率は15%超まで拡大 
 17年度：原燃料価格の上昇を織り込み、16年度比減益 
 18年度：中計想定まで市況下落でも、成長戦略を推進し、中計目標の達成目指す 



1-3. スペシャリティ業績（営業利益） ／数値目標の達成状況 
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 16年度：各事業とも中計想定利益を若干上回り、増益 
 17年度：ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ原料高、臭素・ｼﾞﾙｺﾆｱ・ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ償却負担増等で減益 
 18年度：成長戦略を遂行し、戦略製品の拡販実現により、中計目標の達成目指す 

【戦略製品の拡販】

高機能材料 ： ﾊｲｼﾘｶｾﾞｲｵﾗｲﾄ（新興国市場規模拡大、新ｸﾞﾚｰﾄﾞ継続投入）、

ｼﾞﾙｺﾆｱ（差別化ｸﾞﾚｰﾄﾞ継続投入）

有機化成品 ： ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ（ﾊｲｱﾐﾝ化）、臭素・難燃剤（効率化投資完了）

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ ： ﾄﾖﾊﾟｰﾙ（ﾊﾞｲｵ医薬向け拡販）、AIA-CL試薬（検査項目拡充）



2. 投資・研究・財務強化の進捗 
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2-1. 投資計画 ／投資・研究・財務強化の進捗 
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 中計に沿って投資を実行、持続的成長に向け研究・製造基盤を強化 
 3ヶ年累計の設備投資額は、概ね当初計画通りになる見通し 
 M&Aはリスクとシナジーを慎重に見極め、実施の可否を判断 

 【コモディティ】 
 安定供給力と競争力の維持・強化のため、 

   更新・効率化投資を集中的に実施 
 【スペシャリティ】 

 成長事業へ拡大投資 
 R&D*1 ・ M&A*2 による事業領域の拡充 

 
 

中計方針 

*1 大学・ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業との連携含む 
*2 特にﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ事業 

中計公表後に決定した大型案件 
 ﾄﾖﾊﾟｰﾙ（分離精製剤）能力増強 (18年夏完工) 

 PRII社でのPVC能力増強 (ﾌｨﾘﾋﾟﾝ・18年冬完工) 

 発電設備の効率化 (南陽・18年冬完工) 

 ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ能力増強 (南陽・19年春完工) 

 ﾅﾌｻ分解炉効率化&ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ設置 (20年春完工) 

 南陽事業所 本館・研究棟建替え 
        （本館：18年春完工・研究棟：19年秋完工) 

 四日市事業所 研究棟建替え (19年春完工) 
 

中計期間中に完工する大型案件 
 AIA試薬の能力増強 (16年11月商業運転開始) 
 ｼﾞﾙｺﾆｱ能力増強 (四日市・17年3月商業運転開始) 
 ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ製造設備新設 (ﾏﾚｰｼｱ・17年4月商業運転開始) 
 臭素製造設備効率化 (17年4月商業運転開始) 

進 捗 

成
長 
投 
資 
50 
% 

そ 
の 
他 
50 
% 



2-2. 研究開発 ／投資・研究・財務強化の進捗 
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 重点３分野「ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ」「電子材料」「環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ」の研究開発に注力 
 米国情報収集拠点の設置、研究ﾌｧﾝﾄﾞ投資により、技術・M&A情報の収集を強化 
 研究ｲﾝﾌﾗの刷新・機能拡充を推進、持続的成長に向け開発体制を強化 

 産学官連携の強化 
 研究ﾌｧﾝﾄﾞ投資による 

  技術情報収集力の強化 
 Ｍ＆Ａの実施 

中計方針 

これらにより、「事業
領域の拡大」と「技
術の獲得」を図る 

 米国で技術及びﾍﾞﾝﾁｬｰ投資専門家を起用、 
  研究駐在員も派遣 
  ⇒ 技術及びM&A情報の収集を強化 

 研究ﾌｧﾝﾄﾞへの投資を決定 
 南陽及び四日市の研究棟建替えを決定 

  ⇒ 持続的成長に向け開発体制を強化 
 戸塚ｳﾚﾀﾝ研及び南陽高分子研を四日市へ集約 

  ⇒ 四日市を石化・ﾎﾟﾘﾏｰの開発拠点として強化 

進 捗 

 

・診断ｼｽﾃﾑ・試薬 
・医薬精製用分離剤 
・医療用ﾎﾟﾘﾏｰ材料 
・歯科用ｾﾗﾐｯｸｽ材料 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野 

・電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ用薄膜形成材料 
・有機EL用電子・正孔輸送材料 
・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ用光学ﾎﾟﾘﾏｰ 
・半導体・LCD用石英ｶﾞﾗｽ 

電子材料分野 

・環境浄化用薬剤 
・触媒用ｾﾞｵﾗｲﾄ 
・ﾘﾁｳﾑ二次電池用材料 
・高機能性ﾎﾟﾘﾏｰ 

重点３分野の主な開発テーマ 

環境･ｴﾈﾙｷﾞｰ分野 

【開発成果の一部紹介】

〇 低分子化抗体精製向け充填剤
・・ 低分子化抗体に特異的な親和性を

有する充填剤

〇 抗体医薬向け分析ｶﾗﾑ
・・ 抗体医薬品の品質に関係する糖鎖

の状況を正確に調べることが可能

〇 塗布系有機EL材料
・・ 蒸着系に劣らない素子特性を確認

〇 高性能ｶﾞｽﾊﾞﾘｱ材料
・・ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ有機ELﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの品質向

上に貢献

〇 新規導電性高分子材料
・・ 世界ﾄｯﾌﾟの高導電率を有する自己

ﾄﾞｰﾌﾟ型導電性高分子

〇 高性能排水用重金属処理剤
・・ 高い重金属捕捉性能を有し、有毒ｶﾞ

ｽの発生もない高性能処理剤

〇 ｼﾞﾙｺﾆｱ２色焼結体
・・ ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞﾓﾊﾞｲﾙ機器向け装飾部材



2-3. 財務基盤強化 ／投資・研究・財務強化の進捗 
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 財務基盤は着実に強化 
 自己資本比率は50%超を堅持 

 自己資本比率は50%以上を目標とする 
 有利子負債は引き続き圧縮に努める 

中計方針 

 2017年3月末 
   自己資本比率 ：  52.8% (前期末比＋6.5%) 

   有利子負債 ：  1,398億円 (前期末比△597億円) 

   ﾈｯﾄDEﾚｼｵ ：  0.13 (前期末比△0.23) 

進 捗 



3. 成長戦略の進捗 
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3-1. クロル・アルカリセグメント ／成長戦略の進捗 
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 発電設備石炭焚きへﾘﾌﾟﾚｰｽ決定 （南陽・18年冬完工） 

 PRII社1系列増設を決定 （ﾌｨﾘﾋﾟﾝ・18年冬完工・+11万t） 

 重曹能増・塩酸出荷設備増強を決定 

 競争力ある原燃料の安定調達の追求 
 発電設備の効率化、 

  電力託送等による競争力強化 
 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ子会社（PRII社）でのPVC生産能力増強 
 ｿｰﾀﾞ・塩素誘導品の収益力強化 

【化学品】 PVC（塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂）、VCM（塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ）、苛性ｿｰﾀﾞ、ｿｰﾀﾞ・塩素誘導品 

進 捗 

中計方針 

<MDI> 
 「汎用品」から「特殊品」、「単品販売」から 

  「ｼｽﾃﾑ販売」へのｼﾌﾄを加速 
 東南ｱｼﾞｱ、ｲﾝﾄﾞ、北米への販売強化 

<機能性ｳﾚﾀﾝ> 
 医療分野（ｼｰﾙ材等）での拡販 
 HDI誘導品の生産能力増強 

中計方針 

【ウレタン】 MDI（ｳﾚﾀﾝ原料）、機能性ｳﾚﾀﾝ 

 高付加価値用途向け特殊MDIの能増を決定 
 海外でのｼｽﾃﾑﾊｳｽ設立を検討中 
 機能性ｳﾚﾀﾝの医療分野（ｼｰﾙ材等）での 

  拡販体制を中国子会社含め強化中 
 HDI誘導品の品質改良を推進中 

進 捗 



3-2. 石油化学セグメント ／成長戦略の進捗 
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 ﾅﾌｻ分解炉ﾌﾙ稼働を継続中 
 分解炉効率化&ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ設置を決定 （20年春完工） 

進 捗 

 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝは脱汎用に向け、差別化が着実に進展 
 超高分子量ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝの事業化促進 
 CR：ﾌﾙ生産・ﾌﾙ販売継続 、能力増強の検討開始 
 CSM：新規用途での拡販に向け、開発促進中 

進 捗 

【オレフィン】 ｴﾁﾚﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、ｷｭﾒﾝ 

【ポリマー】 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ、合成ｺﾞﾑ（CR、CSM） 

 各留分をﾊﾞﾗﾝｽ良く自消・販売し、 
   ｸﾗｯｶｰの高稼働を維持 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位改善による競争力強化 
 適正なｽﾌﾟﾚｯﾄﾞを乗せた価格体系の構築 

中計方針 

<ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ> 
 食品・ﾒﾃﾞｨｶﾙ・電子分野向け特殊ｸﾞﾚｰﾄﾞの 

   国内拡販及び海外展開強化 
 品質改良によるﾊｲｴﾝﾄﾞ分野への参入 

<機能性ﾎﾟﾘﾏｰ> 
 CR：得意ｸﾞﾚｰﾄﾞ（硫黄変性、金型非汚染）の拡販 
 CSM：第２ﾌﾟﾗﾝﾄの新設 
 新規ﾎﾟﾘﾏｰ（耐油性向上）の上市 

中計方針 



3-3-1. 機能商品セグメント ／成長戦略の進捗 
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 研究要員増、自動ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ装置<注> 導入で 
  開発加速 <注>ｾﾞｵﾗｲﾄ合成の最適条件を探索するための装置 

 ﾏﾚｰｼｱ商業運転開始 （17年4月商業運転開始） 

 次期能力増強を決定 （南陽・19年春完工） 

進 捗 

 透光感に新機能付与して差別化促進 
 能力増強を完了 （四日市・17年3月商業運転開始） 

 次期能力増強の検討開始 

進 捗 

【高機能材料】 ﾊｲｼﾘｶｾﾞｵﾗｲﾄ（HSZ） 

【高機能材料】 ｼﾞﾙｺﾆｱ 

 新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発体制の強化 
 HSZ製造設備をﾏﾚｰｼｱに新設（16年秋完工） 
 次期能力増強 

中計方針 

 歯科材料：透光感ｸﾞﾚｰﾄﾞの拡充 
 装飾用途：顧客ﾆｰｽﾞにﾏｯﾁした材料開発の 

  迅速化 
 ｼﾞﾙｺﾆｱ生産能力増強（四日市、16年秋完工） 
 新規用途の開拓、次期能力増強 

中計方針 



3-3-2. 機能商品セグメント ／成長戦略の進捗 
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 ﾊｲｱﾐﾝ化による採算改善を継続 
 RZETA車載向けﾕｰｻﾞｰ評価推進中 
 臭素製造設備の効率化完了（17年4月商業運転開始）、 

  次期能力増強の検討開始 

進 捗 

 ﾄﾖﾊﾟｰﾙ能力増強を決定（18年夏完工） 

 AIA-CL試薬項目を計画通り開発 
 Tosoh Indiaを活用し、ｲﾝﾄﾞ市場の開拓を加速 
 M&A有望案件の検討を継続 

進 捗 

【有機化成品】 ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ、ｳﾚﾀﾝ発泡触媒、臭素・難燃剤 

【バイオサイエンス】 計測機器・ｶﾗﾑ・分離精製剤、免疫検査機器・試薬 

<ｴﾁﾚﾝｱﾐﾝ> 
 ﾊｲｱﾐﾝ化による利益極大化 

<ｳﾚﾀﾝ発泡触媒> 
 TOYOCAT：高機能品の拡販に注力 
 RZETA：欧米での販売強化 

<臭素・難燃剤> 
 臭素製造設備の効率化投資（17年春完工） 

中計方針 

 M&Aを活用した新技術・新製品の獲得 
<計測分野> 

 ﾊﾞｲｵ医薬向けｶﾗﾑ・分離精製剤の 
  新ｸﾞﾚｰﾄﾞ開発 

 ﾄﾖﾊﾟｰﾙ（分離精製剤）の能力増強 
<診断分野> 

 成長分野での特徴ある試薬項目の拡充 
 Tosoh India（15年Lilac社買収）を活用した 

  ｲﾝﾄﾞ市場の開拓 

中計方針 



4. 安全改革の進捗 
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4. 安全改革 ／安全改革の進捗 
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 予防保全を主体とした設備管理の強化 
 トラブル・異常現象は着実に減少、撲滅に向け取り組みを継続 

<安全・安定運転技術の確立> 
 熟練運転員のKnow-How・技能の 

  「標準化」「ｼｽﾃﾑ化」による安全向上 
<ﾄﾗﾌﾞﾙ・異常現象の撲滅> 

 設備保全の強化を目的に2014年から 
  3年間で100億円投入 
  （必要に応じ、継続的に資金を投入） 

 中長期の視点に立った設備管理方針 
  の着実な実行 
<教育・訓練の充実> 

 化学ﾌﾟﾗﾝﾄ実習設備での実践教育 
 Know-Why教育拡充によるﾄﾗﾌﾞﾙ 

  対応力の養成 

中計方針 

 ﾄﾗﾌﾞﾙ対策の水平展開強化中 
 ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを活用した異常予兆検知ｼｽﾃﾑ 

  の導入に着手 
 予防保全強化を目的に資金投入を継続 
 実習設備による実践教育を開始 

進 捗 



5. 株主還元の方針 
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19 

5. 株主還元 /株主還元の方針 

 安定配当の継続が基本 
 2016年度は10円増配の1株当り24円とし、2017年度も同額配当を予定 
 中長期的には、配当性向30%を目指す 



20 

≪注意事項≫ 

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想です。 

従いまして、今後の国内外の経済情勢や予測不可能な要素等により、実際

の業績は計画値と大幅に異なる可能性があります。 

 

 

（完） 
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